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プラスチック射出成形における 
微細発泡成形技術の確立

コンピュータシミュレーション／自動車／事前予測技術キーワード

射出発泡成形は軽量化のみではなく、成形品に対して様々な機能を付与することができます。ご興味のある方はお気軽にご連絡くだ
さい。

射出成形品の軽量化法の一つに、発泡材を用いて成形品内部に微
細な気泡を形成させる射出発泡成形がある。しかし、射出発泡成形で
は、気泡成長の制御因子が明確になっておらず、微細かつ均一な気泡
を有する成形品が得られない問題がある。
本研究では、微細かつ均質な射出発泡成形技術の確立および発泡成
形品の物性予測技術確立のため、以下の研究を推進している。
①�化学発泡材を用いた射出発泡成形品の微細発泡成形技術の開発

と気泡成長制御因子の検討
②�超臨界二酸化炭素を発泡材として用いた物理発泡成形品の微細発

泡成形技術の開発と気泡成長制御因子の検討
③�均質化手法・マルチスケール解析を用いた射出発泡成形品の物性

予測手法の検討

樹脂材料と発泡材を成形機に供給し、
金型内に充填する。その後金型を僅か
に開き、成形品の発泡を促進させる。

コアバックによる射出発泡成形

射出発泡成形品の内部構造 発泡成形品の物性予測のための
構造解析モデル
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